
新労務単価フォローアップ相談ダイヤル

～ 適正な契約による適切な賃金水準確保に向けて ～

国土交通省では、技能労働者が不足している状況を反映するととも

に社会保険への加入の徹底の観点から、平成２５年３月末に平成２５年

度公共工事設計労務単価を設定し、全国平均で約１５．１％の上昇と

なったところです。

これを受けて、現場の技能労働者に適切な水準の賃金が行き渡るよう、

行政や業界を挙げて取り組むこととなりました。

この度 国土交通省では これらの取り組み状況などの実態を把握すこの度、国土交通省では、これらの取り組み状況などの実態を把握す

るとともに、技能労働者の適切な賃金水準確保を円滑化するため、相談

窓口を開設し、元請事業者、下請事業者、技能労働者等様々な立場の

皆さんの現場の生の声や情報を聞かせていただくことといたしました。
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（土日・祝祭日・閉庁日を除く）
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「新労務単価フォローアップ相談ダイヤル」で受け付ける生の声

※「新労務単価フォローアップ相談ダイヤル」では、主に国土交通大臣許可業者が関連する、以下の情報を受け付け
させて頂きます。

●今回の公共工事設計労務単価改訂後の請負契約に係る情報

●発注者と元請負人との請負契約についての情報

●元請負人と下請負人との取引の際の法令違反、または、法令違反のおそ
れがある情報

● 次下請負人と 次下請負人など 下請負人間での取引の際の法令違反

●今回の公共工事設計労務単価改訂後の請負契約に係る情報

●１次下請負人と２次下請負人など、下請負人間での取引の際の法令違反、
または、法令違反のおそれがある情報

◆取引の際の法令違反、または、法令違反のおそれがある情報の例

・元請負人が見積の際に、合理的な根拠もなく、下請負人の示した労務単価を下回る
額を一方的に押し付け、その額で下請契約を締結した。

※元請負人と下請負人間の取引に係る法令違反、または、法令違反のおそれのある事例は、
ウェブ検索で国土交通省のホームページに掲載されている「建設業法令遵守ガイドライン」をご
覧下さい。

・元請負人と下請負人間で、労務単価の合意が得られず、このことにより契約書面の
取り交わしが行われていない段階で、元請負人が下請負人に対し下請工事の施工を
強要し、その後に元請負人が労務単価を一方的に決定した。

●その他の関連情報

●行政や業界の取組や現場の実態について、関連する情報をお寄せ下さい。

※お寄せ頂いた情報には、国土交通省が直接対応出来ない場合もありますので、予めご了承願います。

法令違反、または、違反のおそれのある情報については、「建設業法令遵守推進本部」が端
緒情報として取り上げ、当該建設業者への立入検査や報告徴収をするかどうかの判断をします。
下記に示すような、できる限り詳細な情報提供をお願いします。

◆情報を提供される方の氏名、住所

※情報を提供された方に不利益が生じないよう十分注意しますのでできるだけ匿名は避けてく
ださい。

◆違反の疑いがある行為者の会社名 代表者名 所在地 建設業許可番号等◆違反の疑いがある行為者の会社名、代表者名、所在地、建設業許可番号等
◆違反の疑いがある行為の具体的事実について次の事柄

（ア）だれが、（イ）いつ、（ウ）どこで、（エ）いかなる方法で、（オ）何をしたか 等

なお、違反の疑いがある行為を証明するような資料等があれば、通報後に「建設業法令遵守
推進本部」に提出等のご協力を願います。

また、いただいた情報については、今後の取組の参考とさせていただくほか、個別事案を特定
できない方法で公表させていただくこともありますので、予めご了承願います。

※「新労務単価フォローアップ相談ダイヤル」への通話料は、発信者の負担となります。

「新労務単価フォローアップ相談ダイヤル」への情報は、電子メールでも受け付けています。
E - m a i l： s h i n r o m u t a n k a - f s d @ m l i t . g o . j p

＜公共工事設計労務単価・公共事業労務調査の方法や内容等の問い合わせ先は、ホームページをご覧下さい。＞
http://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/1_6_bt_000217.html


